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こちらはわたげの玄関、いつもの風景です。 

開
あ

いとる！！ 

この声の主は誰でしょう？ 

詳しくは、紙面４ページへ！！ 



理事長を退任して思うこと 

 

佐藤哲也 

 
私は、本年６月９日に社会福祉法人横須賀たんぽぽの郷の理事長を退任しました。 

１９９６年４月に理事長を拝命し、経験のない私がなんとか２７年間職責を全うすることができました

のは、ひとえに多くの方々からご支援を賜ったからに他なりません。厚く御礼を申し上げます。 

在任中にはさまざまな経験をしましたし、厳しい局面もありましたが、関係者の協力をもって乗り越え

られたことは、たいへん有難く感謝しております。 

また、利用者のご家族にも大変お世話になりました。「わたげ」のご家族には送迎車が山道を安全に運行

できるように落葉掃除を定期的にして頂きました。「ふぁず」のご家族には敷地内の草刈りをして頂きま

した。長い間、お疲れ様でした。ありがとうございました。 

当法人は規模の小さな法人ですので、資金と人材の両面から思い切った事業展開にはなかなか踏み込め

ないでいましたが、ようやく２０２２年４月に三浦市岬陽町で定員２０名の生活介護事業所「ふぁず」

を開設することができました。「ふぁず」は元々、三浦市南下浦町に定員９名で開設していましたが、建

物が賃貸物件の上、かなり老朽化してきたことから、自前の施設を持とうと計画し、何年も土地探しを

してようやく実現できたものです。 

私たちは法人設立以来、当法人の福祉サービスはどうあるべきかを自問し、知恵を出し、話し合ってい

く中で、横須賀たんぽぽの郷のスタイルを形づくってきました。 

小規模な施設では、組織と人材育成に難しさがあります。当法人では職員にオールマイティが求められ

ます。支援職員は、当然、利用者支援がメインの業務ですが、他に送迎車乗務、車両・設備・物品等の

市場調査と調達、利用者のための受注活動、建物の設備点検、メンテナンス発注業務など、施設で発生

する全ての業務を分担して行っています。これらの業務を通して、業務に対する責任感が芽生え、職員

間の情報共有化と協調性が育まれ、外部の方々との折衝や社会通念を勉強し、経済感覚を身に付けるな

ど、バランスのとれた人材育成に寄与していると思います。更にこれからは、法人の規模に即した機能

的な組織、職員が能力を更に発揮できる組織を構築し、職員が明確な目標設定に向かっていけるよう、

求められるものと思われます。 

どこの法人も同じような状況と思いますが、現在、直面している大きな課題は、ご家族の高齢化と親亡

き後です。そして、その後には利用者の高齢化という課題が控えています。ヘルパーを利用しないご家

族は、自宅から送迎ポイントまで利用者を送ることが難しくなりつつあります。そのため、ご家族の負

担を極力軽減する送迎が求められます。更に、ご家族が自宅で利用者に関わること自体に問題が生じて

きます。ご家族を含めて見守ることが喫緊の課題と言えます。また、施設の立地が自然災害発生時には

問題になります。土砂災害や送迎ルートでの津波が懸念されます。職員主導で実際に使える災害マニュ

アルの改訂を進めています。法人としてどこまでできるのか、職員たちは懸命に模索しながら目前に迫

った課題への取り組みを進めています。 

私の後任には、理事の浅羽昭子さんが理事長に就任されました。浅羽さんは法人設立の母体となった横

須賀地区自閉症児・者親の会たんぽぽの会を布施暁子さんとともに立ち上げ、また、法人の設立にもご

尽力された方です。そして、障害福祉に対する思い入れは人一倍強いものを持っていらっしゃいます。 

これからの浅羽理事長のご活躍と社会福祉法人横須賀たんぽぽの郷の永続的発展、並びに関係各位のご

健勝とご多幸を祈念致します。       
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理事⻑就任の挨拶 
 

この度、社会福祉法⼈横須賀たんぽぽの郷の理事⻑に就任致しました浅⽻昭⼦です。 

社会福祉法⼈横須賀たんぽぽの郷の⽴ち上げに⼀から取り組み、法⼈設⽴後は理事として運営に参加

して参りました。横須賀市浦賀の「わたげ」を開設し、その後、多くの皆様のご⽀援により、三浦市の

「ふぁず」グループホームの「こっとんはうす」と事業を展開することが出来ました。 

そして現在、横須賀たんぽぽの郷は親の会の悲願である・・・「⾃閉症であっても、地域で当たり前の

⽣活を送る」・・・事に、⼤きな⼒を与えてくれています。頑張ってくれている職員の⽅々に感謝しつつ、

これからも⼀緒に歩んでいきます。どうぞよろしくお願い致します。 

 

    

佐藤前理事長           浅羽新理事長 
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「Ｔ・Ｄ・Ｓ・Ｎ （Tanpopo Daily Support News） ６６」 

～「いつ・どこで・だれと」～ 

 

表紙の写真はご覧いただけましたでしょうか。私達には何の変哲もない、自動扉にしか見えません。

でも、慎也さんは、自動扉が少し開いている（閉まりきっていない）事が気になるようです。 

 

 今回紹介する慎也さんは『いつもはこうなっているはずが、今日はこうなっている』という事に強い

関心を示します。慎也さんは「こっとんはうす（グループホーム）」で暮らしながら、日中はわたげでの

作業、週末は自宅で両親と過ごすという生活です。慎也さんは、言葉は発しませんが、相手から「言っ

て欲しい言葉」を引き出すために、あらゆる策を講じます。 

実例を出すと、自宅で慎也さんのお母さんがテレビを見ていると、慎也さんがお母さんの前に立ち、

お母さんをじっと見ています。慎也さんはしきりに「あ、あ」とお母さんに向けて何かを訴えてきまし

た。お母さんが「何するの。見えないでしょ」と慎也さんに伝えますが、慎也さんは動きません。しび

れを切らしてお母さんが「邪魔でしょ」と慎也さんに言うと、満面の笑みで「そう、それ言って欲しか

った」というように納得してその場を離れたという事もあります。 

このユニークな特技を披露してくれる慎也さん。慎也さんの日常生活場面で本人が関心を示すものは

多数存在しています。関心を持った慎也さんは『思いたったらすぐ行動』『善は急げ』を体現するように、

すぐ自分でその場に行き、確認に行こうとします。この特技がわたげや自宅の中だけなら…と思います

が、その対象が暮らしている街の建物や人になる場合もあります。 

 

『住み慣れた街で暮らして行く』 

私たちにとっては現在も、そしてこれからも当たり前のように傍にある言葉です。しかし、私達にと

ってごくごく当たり前の風景の中に、小さな変化を感じ取る慎也さんにとっては毎日が違う景色かもし

れません。慎也さんにとっては小さな変化を確認に行くという行動が「地域で暮らして行く」という視

点から捉えると、 

「して欲しくない行動」＝「周囲からの誤解」「ひやりハッと」となる場面もあります。 

 

「一人で確認に行く（サポートが出来る時間的余裕がない）」 

ではなく 

「職員と一緒に行って欲しい（サポートが出来る時間的余裕がある）」 

 

に変換するにはどうしたら良いものか。常々検討を重ね、タイマーを使って見通しが立たないか、こ

れまでわたげやこっとんはうすでも、本人の確認に行くという行動の置き換えに苦慮してきた経緯があ

ります。「職員と一緒に確認に行く」という事は本人の中で「待つ」という事も追加されます。この「待

つ」「待ってもらう」を本人にどのように伝えたら受け入れてもらえるか。職員側の課題でした。 

 

慎也さんのわたげでの活動では、スケジュールのような類のものは使用していませんでした。唯一、

作業時間を示すカウントダウン式のタイマーを用いていただけです。慎也さんのわたげでのスケジュー

ルは慎也さんの頭の中にインプットされていました。これは「いつ、どこで、何をするか」を理解して

いるからです。この「頭の中のスケジュール」を職員と一緒に共有出来ればと考えました。 
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 こっとんはうすでは、他の利用者さんも含めた集団生

活ですので、入浴時間、食事時間、洗濯をする時間等、

「この時間にお願いしている」という部分もある為、イ

ラストカードを用いたスケジュールを使っています（右

写真）。もちろん、本人の頭の中にはこのスケジュール

もインプットされています。慎也さんとこっとんはうす

職員の間で、スケジュールを通じた情報共有を自然と行

えていたとも言えます。こっとんはうすで慎也さんが

「気になる何か」が出た場合、職員が慎也さんのスケジ

ュールを通じて、「ここで確認しましょう」と伝える事

で納得する事もありました。 

以上の事から、慎也さんと職員の「情報の共

有：いつ、どこで、だれと」を目的としたスケ

ジュールを導入（左上写真）し、「いつ・どこ

で・だれと」を伝える為、専用のカードも取り

入れました（左下写真のカード）。 

 写真にあるように、スケジュールは午前・午

後に分けた形式です。こっとんはうすでも夜

間・朝に分けたスケジュールとしている事から、

この形式を取りました。 

 慎也さんには導入前日、わたげでの活動を全

て終えた帰宅時間前に伝達しました。慎也さん

にスケジュールを貼り付けてもらい、翌日から

使う事を伝えました。慎也さん本人も頭の中で

理解している活動内容の為か、落ち着いた様子

でスケジュール使用について納得している様

でした。 

 慎也さんの頭の中のスケジュールを可視化

したスケジュール。こちらの期待通り、スムー

ズに活動を行う事が出来ていました。これは序

の口。職員が一番期待した、「何か気になる物」

が今日はあるのかと内心楽しみに待っていま

した。すると…こちらの期待を裏切らない慎也さん。作業中、突然ある方向に視線をロックオン。気に

していたのはわたげ玄関にある掃除用具入れでした。この扉が少し開いていたのをトイレに行ったタイ

ミングで見て、ふとした瞬間に思い出したのでしょう。「善は急げ」モードに突入すると、泣き声（泣き

まね）を出し、「どうしてもだめ？」と懇願するように訴えてきます。ここで「確認カード」を職員が作

業カードの次に貼り付け、「この時間に職員と一緒に確認に行きましょう」と伝えました。慎也さんはと

いうと、カードを食い入るように見つめ、タイマーの残り時間を見ながら、作業を再開していました。 

 いよいよ待ちに待った確認の時間。慎也さんは職員に「確認カード」を手渡し、職員から「一緒に

行きましょう」の声を掛けられると、満面の笑みで掃除用具入れの場所まで行きました。職員の見守り

のもと、扉の開け閉めを 2 回繰り返すと、付き物が取れたように切り替わり、満足した様子で次の活動

に移れていました。 
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こっとんはうすのスケジュール 

  
わたげのスケジュール 

 

 

気になる場所があります 一緒に確認してください 

 



 このスケジュール導入後、嬉しい事がもう一つありました。これま

で慎也さんは作業で出たゴミは自身の作業机上の物のみを手で拾い集

め、ゴミ箱に捨てていました。このスケジュールには箒とちり取りで

床を掃除する場面を示した「そうじカード」も午前・午後の最後の作

業後に貼り付けていました。本人はこのカードをスケジュールから取

ると、自ら箒とちり取りを持って、作業エリア周辺の床の清掃も自発

的に行ってくれました。 

 

今回の取り組みでは、あくまで職員側からの働きかけで行ったもの

と言えます。取り組みを始めて日は浅いですが、「待つ」という事への

芽生えも出てきています。この取り組みは慎也さんから「確認したい

場所がある。だからこの時間に一緒に行って欲しい」というアプロー

チが出て初めて完成形になります。今回は先述した「確認カード」を

用い、本人へ「いつ・誰と」を伝える形を取りました。現在は職員が「この時間になったら確認に行き

ます」と伝えている段階ですが、本人から「待つから一緒に確認に行って欲しい」と伝えてくれる事が

出来ればと考えています。 

「待つ」という事を伝えるには、方法や理解の仕方も利用者ごとに様々です。慎也さんの普段の生活、

活動場面からヒントになるものはたくさんあると思います。自分も、慎也さんをモデルに小さな変化を

見つけられる人になれれば…良いな。                         東川奏 

 

★新任紹介★ 

  こんにちは。 ６月より、ふぁずで週５日お世話になっております 

飯
いい

土井
ど い

 真紀
ま き

と申します。 

 珍しい苗字なので、初対面の方によく出身地を尋ねられますが、父

が福島県で母が高知県の出身で、私自身は三浦三崎で生まれ育ちま

した。ふぁずの前にあります岬陽小学校は私の母校です。もう４０年

以上前になりますが、私が通っていた当時は木造の３つの校舎で、運

動場と校舎の場所が、今現在とは逆の位置にありました。 

 ふぁずが建設中の時、いつも前を通る度、「一体何が出来るのか

な・・」と気になっていたので、今こうして働かせて頂くことになり不思議なご縁を感じています。 

 コロナ禍前は、旅行や食べ歩きが好きで休日はよく外出していました。ミュージカルやお芝居・映画・ス

ポーツを観るのも好きです。好きな食べ物は、納豆・姉が作るパン・菓子です。 

 最近の楽しみは、先日漬けた梅酒の仕上がりと、テレビで大谷翔平さんの活躍を観ることです。 

 ふぁずの皆さんはとても親切で、お仕事に熱心に取り組んでおられます。珍しい私の名前をすぐに覚え

て下さった方、他のスタッフさんと同じように声を掛けて下さる方がいらして、とても励みになります。

以前携わっていた高齢者介護の業務と異なる部分は多くあるかと思いますが、ふぁずの皆さんを見習

い、いつも笑顔で頑張っていきたいと思います。 

 どうぞよろしくお願い致します。 
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た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 の ご 案 内 

たんぽぽの郷後援会は、横須賀・三浦地区に在住の「自閉症」という障害を伴った人たちが、地域の一員として

自分らしく生活していくために、必要な支援に取り組んでいる【社会福祉法人横須賀たんぽぽの郷】の活動を支援

する事を目的に組織されました。 

▼ 年 会 費  個人会員 １口   ３，０００円 

          団体会員 １口  １０，０００円 

たんぽぽの郷後援会にご理解、ご協力くださる方は、下記の郵便為替口座をご利用ください。 

郵 便 為 替 口 座 番 号     ００２４０－９－１７４７４ 

郵便為替口座加入者名     た ん ぽ ぽ の 郷 後 援 会 

 



ボランティアさん 募集中 

わたげ・ふぁず・こっとんはうすで、自閉症を伴う方々と一緒に何か活動してみませんか？ 

作業の検品､余暇活動の支援､清掃等、お手伝いをしていただける方がいましたら､ご連絡ください！！ 

    〈連絡先〉                                                     

わ た げ   電話：０４６－８４４－００３８ （担当：いしい） 

E－mail： aaq40690@hkg.odn.ne.jp 

ふ ぁ ず   電話：０４６－８８４-８０４０  （担当：さかい） 

E－mail： faz2018@wing.ocn.ne.jp 

こっとんはうす  電話：０４６－８５２－８３５５ （担当：すずい） 

        E－mail： tanpoponosato-ch-rg250e@jcom.home.ne.jp 

 

 

 

編集後記 〜編集部〜 

 前号より編集委員になりました、田崎です。調べてみたら、以前に担当していたのは１０年前。  

「10 年ひと昔」なんて言葉は聞きますが、10 年間で世の中も大きく変わりました。スマホは当たり前

になり、昔は憧れの戦隊ヒーローしかしていなかったような腕時計？をしている人も増えましたね  

（未だ私は憧れのまま）。私自身と言えば、名前が変わり、家族は増えましたが、一日 24 時間は変わ

らないので、時間の使い方を日々学び中です。電池が切れると、床でもどこででも寝てしまうことは変

わらず。起こしてくれる人が、親から子に変わったくらいでしょうか（夫は“優しさ”という名の放置！

ありがたや）。あ、お酒は弱くなりましたね…。 

私の話はさておき、利用者のみなさんも、受注の仕事を中心に、施設内の掃除や洗濯、備品の管理な

どなど、それぞれの形で「働く」という意識を持ち、日々仕事に励み、進化を続けています。利用者の

みなさんを見習い、職員もまだまだ進化しなければと思っております。 

今後もこちらの紙面でお伝えしていきます！お楽しみに…！ 

 編集部 

編集 社会福祉法人 横須賀たんぽぽの郷   〒239-0824 横須賀市西浦賀３－１３－２１ 

TEL:046-844-0038／FAX：046-844-0036 E－mail：aaq40690@hkg.odn.ne.jp 
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